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（免責事項）
• 本資料に掲載されている事項は、ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社（以下「当社」）による当社グループ

の業績、事業戦略等に関する情報の提供を⽬的としたものであり、⽇本国内外を問わず、いかなる投資勧誘、保険
の募集またはそれに類する⾏為を⽬的としたものではありません。また、当社は、本資料に含まれた情報の完全性
及び事業戦略など将来にかかる部分について保証するものではありません。なお、本資料の内容は予告なしに変更
⼜は廃⽌される場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

（本資料中の表⽰）
• 資料内の社名等の表⽰に、次の略称を使⽤している箇所があります。

ＳＢＩ損害保険株式会社・・・・・・・・・・ＳＢＩ損保
ＳＢＩ⽣命保険株式会社・・・・・・・・・・ＳＢＩ⽣命
ＳＢＩ少短保険ホールディングス株式会社・・ＳＳＩＨいきいき少短
ＳＢＩいきいき少額短期保険株式会社・・・・ＳＢＩいきいき少短
ＳＢＩ⽇本少額短期保険株式会社・・・・・・ＳＢＩ⽇本少短

ＳＢＩリスタ少額短期保険株式会社・・・・・・・ＳＢＩリスタ少短
ＳＢＩプリズム少額短期保険株式会社・・・・・・ＳＢＩプリズム少短
ＳＢＩ常⼝セーフティ少額短期保険株式会社・・・ＳＢＩ常⼝セーフティ少短
ＳＢＩペット少額短期保険株式会社・・・・・・・ＳＢＩペット少短



当社グループについて
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当社は、ＳＢＩグループの保険事業を統括している保険持株会社。
当社の経営管理の下、連結⼦会社９社が損害保険事業、⽣命保険事業、
少額短期保険事業の３事業を推進
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ＳＢＩインシュアランスグループ

損害保険事業 ＳＢＩ損害保険株式会社

⽣命保険事業 ＳＢＩ⽣命保険株式会社

少額短期保険事業 ＳＢＩ少短保険ホールディングス株式会社

ＳＢＩいきいき少額短期保険株式会社

ＳＢＩ⽇本少額短期保険株式会社

ＳＢＩリスタ少額短期保険株式会社

ＳＢＩプリズム少額短期保険株式会社

ＳＢＩ常⼝セーフティ少額短期保険会社

ＳＢＩペット少額短期保険株式会社

ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社 ＜当社＞（保険持株会社）

ＳＢＩホールディングス株式会社 ＜親会社＞

当社グループ（当社および連結⼦会社９社）

＜ グループ体制図 ＞
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ＳＢＩインシュアランスグループ

基本戦略

より良い保険商品を
他社よりも安い保険料でご提供することで、
お客さまに選んでいただく。
これによって、他社の市場シェアを奪って
事業規模を拡⼤する。
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保険業界の成⻑企業。 保険市場の中の成⻑分野、グループシナジーが
⾒込まれる分野を中⼼に事業を展開。 保有契約合計は10年で３倍へ
24年９⽉末の保有契約は291万件。※1 ※2 早ければ、100万件突破から９年の25年３⽉前後に300万件突破の⾒通し ※3 
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少額短期保険事業（少短保険６社）

⽣命保険事業（ＳＢＩ⽣命）

損害保険事業（ＳＢＩ損保）

2008年１⽉
ＳＢＩ損保の

営業開始

2019年８⽉
200万件突破

当社グループの保有契約件数合計の推移（単位︓万件）
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※1 当社はＳＢＩグループの保険事業を統括する保険持株会社として2017年3⽉に営業を開始いたしましたが、当社の各⼦会社は当社の営業開始前から営業活動を⾏っているため、
上記グラフでは各⼦会社のＳＢＩグループ加⼊後（当社の親会社であるＳＢＩホールディングス株式会社の⼦会社となって以後）の保有契約件数を表⽰しています。

※2 ⽣命保険事業の保有契約件数には、ＳＢＩ⽣命の団体信⽤⽣命保険の被保険者数を含めています。
※3 当社グループの保有契約件数合計は、2016年3⽉に100万件に到達しました。その８年６か⽉後の2024年９⽉末の保有件数合計は291万件であり、増加が続いています。

10年で3倍へ

ＳＢＩインシュアランスグループ

当中間期末

2017年３⽉
当社の営業開始
保険グループ化

2016年３⽉
100万件突破

保険持株会社(当社)
の設⽴準備を開始

2024年９⽉
（100万件突破から８年半後）

291万件
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当年度は５か年の中期経営計画の第２年度。本計画の数値⽬標は、
最終年度の純利益を基準年度（23年３⽉期）の３倍、40億円に設定

※計画に対する実績の進捗状況は、本セミナーの後半で詳しくご説明します。
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ＳＢＩインシュアランスグループ

（基準年度）

中期経営計画
の策定・公表
（23年5⽉）

（初年度）

５か年の中期経営計画（ 計画期間︓24年3⽉期〜28年3⽉期）

実績
実績

（第２年度）
進 ⾏ 期

（第５年度）

親会社株主に帰属する当期純利益（連結ベース、実績・予想・計画）

予想

計画

計画時の直前期純利益を
５年で 3倍 へと計画



商品・販売チャネル
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「ダイレクト型⾃動⾞保険」などの、個⼈向けの保険のオンライン販売
（ネット通販）が中⼼。商品特性に応じて、代理店経由でも保険を提供
することにより、より広い範囲のお客さまへのアプローチが可能

オンライン＋オフラインで広範な事業領域をカバー

9

商品・販売チャネル

事
業
セ
グ
メ
ン
ト

損 害 保 険 事 業

⽣ 命 保 険 事 業

少額短期保険事業

ダイレクト型
(オンライン)

⾃動⾞保険 ⽕災保険がん保険

死亡保険 就業不能保険医療保険 団体信⽤⽣命保険

地震保険 シニア向け保険 ペット保険 家財保険(賃貸) ブライダル保険

サイバー
セキュリティ保険

お客さま

保険代理店、不動産仲介業者、
ペットショップ等スマホ、PC、コールセンター等

保険料収⼊ 保険料収⼊

代理店⼿数料 保険⾦⽀払保険⾦⽀払事業費 事業費

代 理 店 型
（オフライン）

お客さま



当社グループの強み



徹底的なローコスト・オペレーション１．

保険のオンライン販売を中⼼に事業を展開。

インターネットでお客さまとダイレクトにつながり、
AI・ビッグデータなどの テクノロジーを利⽤した
徹底的なローコスト・オペレーションを実践。

これにより事業費を節約し、その分、安い保険料で
より良い保険商品をお客さまにご提供することで、
お客さまに選ばれる。
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代理店型の損保

中間コストを削減

（ダイレクト型⾃動⾞保険）（代理店型⾃動⾞保険）
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リーズナブルな保険料でお客さまに選ばれているダイレクト型の⾃動⾞保険。
ＳＢＩ損保 は ⽀社・⽀店などを持たず、⼈や書類を極⼒介さずに、主にイン
ターネットを通じてお客さまとダイレクトにつながって保険契約を結ぶことで、
余計な中間コストを削減し、お⼿頃な保険料を実現しています。

ＳＢＩ損保は、他のダイレクト型と⽐べても割安な価格設定にチャレンジ。
「価格.com ⾃動⾞保険 満⾜度ランキング2024」の保険料満⾜度で第１位

ダイレクト型⾃動⾞保険は、
究極の販売経費削減

１．徹底的なローコスト・オペレーション（代表事例）
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保険料満⾜度

97.4％

※⾃動⾞保険に関する⾃社アンケートより、保険料にとても満⾜・満⾜・やや満⾜と
ご回答いただいた⽅の割合（2023年1⽉から2023年6⽉に実施 回答数12,419件）

事故対応満⾜度

92.1％

※事故対応に関する⾃社アンケートより、事故対応に⼤変満⾜・満⾜・やや満⾜と
ご回答いただいた⽅の割合（2022年4⽉から2023年3⽉に実施 回答数︓13,883件）

「安かろう悪かろう」は、正しい情報を持たない⼈の思い込みかも。
ダイレクト型の顧客満⾜度は⾮常に⾼い。
ＳＢＩ損保の⾃動⾞保険は、９割弱のお客さまが翌年も契約をご継続

１．徹底的なローコスト・オペレーション（代表事例）



ＳＢＩグループのグループシナジー２．

ＳＢＩグループの⾮常に⼤きな顧客基盤を利⽤。
ＳＢＩグループ各社のお客さまに加え、
グループ外の地域⾦融機関・異業種企業を通じて、
さまざまな属性の顧客層へアプローチ。

テレビCM・新聞広告などのマス広告にかける
費⽤を抑えて、効率的に保険を販売。
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２．ＳＢＩグループのグループシナジー
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＜ ＳＢＩグループの事業領域 ＞

次世代
事業

暗号資産
事業

資産運⽤
事業

⾦融
サービス

事業

投資事業

ＳＢＩグループは、⽇本のインターネット⾦融のパイオニア。
オンライン証券、銀⾏、保険などの⾦融サービス事業を中⼼に、
多岐にわたる事業を展開する⾦融コングロマリット

※ ＳＢＩグループは、当社の親会社であるＳＢＩホールディングス(株)を持株会社とした企業グループです。当社グループは、ＳＢＩグループに属しています。

１．証券 ＳＢＩ証券 （証券会社）
ＳＢＩマネープラザ （対⾯営業）

２．銀⾏ ＳＢＩ新⽣銀⾏ （銀⾏）
アプラス （総合信販会社）
住信ＳＢＩネット銀⾏ （銀⾏）
ＳＢＩアルヒ （住宅ローン専⾨⾦融機関）

３．保険 ＳＢＩインシュアランスグループ 10社

＜ 代表的なグループ会社（⾦融サービス事業） ＞

 ノンバンクや法⼈⾦融を強みとするＳＢＩ新⽣銀⾏グループ
の加⼊（2021年12⽉）によって顧客基盤は⼀段と拡⼤

 2024年３⽉期の収益（連結）は１兆2,105億円と１兆円を
突破。顧客基盤数（グループ内重複あり）は5,050万件
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ＳＢＩグループは「オープンアライアンス」を推進。ＳＢＩグループの
顧客基盤の共有に加え、地域⾦融機関・異業種企業との積極的な提携に
よって、さまざまな属性の顧客層へのリーチが可能

＜ グループ外のさまざまな提携企業との広域な連携体制 ＞

※ 「オープンアライアンス」という⾔葉は、さまざまな業種、業態の中で⼤きな顧客基盤を有する企業と提携して、Win-Winのシチュエーションを創り出していく
という考え⽅を表した造語です。

次世代
事業

暗号資産
事業

資産運⽤
事業

⾦融
サービス

事業

投資事業

２．ＳＢＩグループのグループシナジー
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ＳＢＩインシュアランスグループの中でも顧客基盤を
共有。ユニークな保険商品を、クロスセルでお互いに
提供し合うことで、充実した商品ラインナップを実現
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少短５社 ＳＢＩいきいき少短
ＳＢＩ⽇本少短
ＳＢＩリスタ少短
ＳＢＩプリズム少短
常⼝セーフティ少短

少短６社
ＳＢＩいきいき少短
ＳＢＩ⽇本少短
ＳＢＩリスタ少短
ＳＢＩプリズム少短
ＳＢＩ常⼝セーフティ少短
ＳＢＩペット少短

Cross  Selling

＜イメージ図＞

２．ＳＢＩグループのグループシナジー
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●●●●●●
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住信ＳＢＩネット銀⾏の住宅ローンをご利⽤のお客さまの急増に連動し、
ＳＢＩ⽣命の団体信⽤⽣命保険のお客さまの増加を⽬指します。
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※2024年３⽉末以降の数値には、ＳＢＩ新⽣銀⾏株式会社およびＳＢＩアルヒ株式会社の実績が含まれています。
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（億円） 住信ＳＢＩネット銀⾏の
貸出⾦残⾼の推移

※住信ＳＢＩネット銀⾏株式会社の公表資料に基づき当社作成。
※掲載⾦額は単体ベース。住宅ローンを含む貸出⾦残⾼合計⾦額を掲載。

ＳＢＩ⽣命の団体信⽤⽣命保険（団信）

約３倍

２．ＳＢＩグループのグループシナジー（代表事例）



直前５期の業績推移
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< 連結経営指標 >

70,467 

86,657 88,365 
96,110 

109,339 

0

40,000

80,000

120,000

2020年

３⽉期

2021年

３⽉期

2022年

３⽉期

2023年

３⽉期

2024年

３⽉期

経常収益
（百万円）

すべての事業において、保有契約件数の増加が続いた結果、
会社設⽴以来、連続して増収。進⾏期も増収増益を⾒込む
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直前５期の業績推移

４年で 約1.6倍
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直前５期の業績推移
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今後の予想・計画
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2024年３⽉期
（ 前 期 ）

2025年３⽉期
（ 当 期 ）

指 標 実 績 予 想 前期⽐増減

経 常 収 益 （百万円） 109,339百万円 116,000百万円 6,661百万円 ＋6.1％

経 常 利 益 （百万円） 8,236百万円 9,300百万円 1,064百万円 ＋12.9％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 （百万円） 1,450百万円 1,800百万円 350百万円 ＋24.1％

１ 株 あ た り
配 当 額 （円 銭） 18.00円 20.00円 2.00円 ＋11.1％

23

2025年３⽉期（中計２年⽬）の業績予想、配当予想

（当期の業績予想、配当予想）

（※）

2025年３⽉期の業績予想（当期⾸の会社予想、修正なし）は、
以下のとおり。当第２四半期までおおよそ予想通りに進捗

※ 2024年３⽉期の１株あたり配当額の実績（18円）は、
普通配当（15円）と上場５周年の記念配当（3円）の合計額です。
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2023年３⽉期
（ 基準年度 ）

2028年３⽉期
（計画最終年度）

指 標 実 績 計 画 基準年度⽐増減

経 常 収 益 （百万円） 96,100百万円 160,000百万円 63,900百万円 ＋66.5％

経 常 利 益 （百万円） 6,300百万円 17,000百万円 10,700百万円 ＋169.5％

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 （百万円） 1,240百万円 4,000百万円 2,760百万円 ＋222.5％

１ 株 あ た り
配 当 額 （円 銭） 10.00円

30％前後の
⽔準の配当
性向を⽬指す。

- -
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（当期の業績予想、配当予想）

中計最終年度にあたる2028年３⽉期（当期）の計画値は、以下のとおり。
計画時における直前期（基準年度）の純利益を3倍とする計画

2028年３⽉期（中計最終年度）の業績予想、配当予想



無断転載禁⽌

当年度は５か年の中期経営計画の第２年度。本計画の数値⽬標は、
最終年度の純利益を基準年度（23年３⽉期）の３倍、40億円に設定
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ＳＢＩインシュアランスグループ

（基準年度）

中期経営計画
の策定・公表
（23年5⽉）

（初年度）

５か年の中期経営計画（ 計画期間︓24年3⽉期〜28年3⽉期）

実績
実績

（第２年度）
進 ⾏ 期

（第５年度）

親会社株主に帰属する当期純利益（連結ベース、実績・予想・計画）

予想

計画

計画時の直前期純利益を
５年で 3倍 へと計画



無断転載禁⽌

質 疑 応 答



https://www.sbiig.co.jp

ＳＢＩインシュアランスグループ株式会社
証券コード︓7326


